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一
狂
気
の
地
獄
に
安
昆
れ
た
の
か
。
明
白
か
に
、
子
に
対
す
る
親
の
過
度
一
そ
れ
に
し
て
も
、
宇

p
uた
私
的
な

一

な

に

が

彼

を

一

な

期

待

は

あ

っ

た

。

一

わ

か

D
に
〈
さ
護
れ
て
雷
え
は
、
乙

一

7
J

一
だ
が
、
そ
れ
だ
り
で
と
の
一
連
の
怒
一
の
事
件
は
最
近
急
速
に
岨
唱
え
つ
つ
あ
る

一

そ

5
ま

で

?

一

劇

の

す

べ

て

を

税

関

す

る

ζ
と
は
雛
か
一
家
庭
内
暴
力
の
問
題
を
浮
き
ぼ
り
に
し

一
一
遂
の
事
件
の
カ
ギ
は
そ
ζ
に

あ

一

し

い

。

一

た

と

い

え

よ

う

。

現

代

の

社

会

、

家

庭

一

る

。

一

家

庭

と

い

う

、

も

っ

h
E
B
私
的
な
日
一
に
内
在
さ
れ
る
も
の
の
中
に
素
因
が
あ

一
，
宙
開
大
信
仰
の
学
歴
社
会
の
悲
劇
一
併
の
中
で
、
一
体
な
に
が
殺
人
と
い
う
一
る
の
だ
が
ア
メ
リ
カ
の
例
な
p
r
B解
釈

一「
受
験
の
重
圧
」
「
子
伊
告
や
か
す
一
非
常
な
結
末
を
産
む
要
因
に
な
っ
た
の

一の

-
つ
の
方
向
を
一
千
υて
い
る
と
い
え

一な
」

一

か

、
一
見
の
他
者
に
は
う
か
が
い
知
れ

一
る
か
も
知
れ
な
い
.

一

事
件
を
報
じ
た
マ
ス
コ
ミ
は
、
親
が
一
ぬ
こ
と
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
.

-

す
と
、
や
は
D
健

一

を

殺

害

す

る

ほ

か

一

一

一
手
に
過
大
な
期
待
を
か
け
、
そ
れ
が
盛
一

時

計

訴

町

九

十

日

明

日

一
E
と
な
っ
て
、
子
供
高
気
に
追
い
や
一
一
私

ぞ

ダ

メ

に

し

た

」

一っ
た

、

と

書

い

た

。

一

首
に
回
し
、
そ
の
河
端
を
喉
の
あ
た
hu
一

f
、

、

;

一

で
焚
義
レ
て
両

τに
轡
き
つ

け

、

そ

の

一

手

果

し

て

そ

主

の

ヵ

一

米

国

子

供

が

親

を

告

訴

す

る

一
億
一
君
は
一
人
っ
子
だ
っ
た
。
財
産
一

ま
ま
悶
方
に
カ
二
仲
引
張
っ
て
頚
部
を

一

一

一
家
だ
っ
た
相
交
母
と
両
親
に
大
事
に
育

一
親
と
子
が
、
家
庭
と
い
う
枠
の
中
で
一
っ
た
が
、
十
四
歳
の
持
に
マ
H
J
フ
ァ
ナ

強

〈

絞

め

つ

け

、

よ

っ

て

、

間

も

な

く

一

一

一

一
て
ら
れ
た
。
幼
稚
園
を
従
て
、
地
元
で

一P
瓦
な
関
係
を
結
ぶ
の
が
理
想
的
か
.

一
吸
飲
で
私
立
高
か
ら
放
校
さ
れ
た
。
し

問

所

に

紛

い

て

健

一

を

絞

頚

に

よ

り

蜜

一

一

一

一
は
名
門
の

星
奨
学
園
小
学
部
に
入
つ

一

最
近
の
外
電
が
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
一

つ
げ
は
き
ず
レ
く
、

毎
日
の
行
動
を
く

息
死
さ
せ
て
殺
閉じ
し

た

も

の

で

あ

る

」

一

一

一

一た
O

小
学
校
で
の
成
績
は
三
百
人
中
五

一
る
と
、

米
国
で
は
、
子
供
が
父
母
に
対

一
わ
し
〈
報
告
さ
ぜ
ら
れ
、
家
事
を
い
っ

〈
爽
京
地
検
J
訳
文
)

一

一

一

・

I

一
十
番
前
後
。
中
学
は
名
門
の
開
成
に
。
一
し
「
殺
と
し
て
の
役
目
を
巣
さ
ず
、
ポ
一
も
や
ら
さ
れ
る
の
に
、
オ
ー
ト
ミ
ー
ル

ま
さ
れ
て
や
っ
皇
警
来
色
た
。
一
き
あ
と
も
が
ん
ば
っ
て
生
品
目
て
下
さ
一
き
こ
と
、
き
ぞ
こ
れ
ま
吃
雪
主
人
一
一
書
官
整
っ
た
。
昨
年
十
月
の
一
弘
は
、
さ
三
一
月
十
六
回
言
い
渡
一
一
年
生
の
建
三
百
人
中
の
ほ
ほ
真
ん
一
ク
を
ダ
メ
な
男
じ
し
た
」
と
告
訴
す
る
一

S℃
か
食
べ
喜
て
も
ら
え
な

で
も
、
も
う
笠
き
る
力
が
あ
hu
ま
せ
一
い
」
一
を
助
げ
て
や
っ
て
下
さ
い
。
な
お
、
同
一
事
件
以
来
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
、
神
一
さ
れ
た
。

一

一

一

一

一

一

一

中

。
ニ
、
三
年
と
順
位
は
落
ち
た
。
開

一ケ
l
ス
が
多
い
と
い
う
。

一い
.
家
庭
と
い
う
よ
り
強
制
収
容
所
に

ん
。
早
く
か
わ
い
そ
う
な
飽
ち
ゃ
ん
の
一
こ
れ
は
、
忠
良
さ
ん
に
宛
て
た
も
の
一
封
殺
ν芋
長

幸
宣
万
円
が
同
封
一
回
で
経
営
し
て
い
る
飲
食
広
か
ら
、
毎

一
「
懲
役
三
年
、
勢
行
猶
予
四
年
、

求

一

一

一

一

一

一

一

成

高

に

進

む

と

成

績

は

さ

ら

に

下

が

と

そ

の

最

新

の

例

の

一

つ

。

一

い

る

思

い

だ

っ

た

と

い

う

。

十

頭

た

と
乙
ろ
へ
行
き
た
い
。
健
ち
ゃ
ん
と
同
一
だ
。
一
さ
れ
て
い
た
)
誠
に
少
額
で
、
か
つ
失
一
晩
午
前
一
時
色
ろ
帰
宅
す
る
夫
に
「
健
一
刑
懲
役
八
年
」
の

w
四
回
憐
判
決
H

だ

っ

一

一

一

一

一

一

一

ド

シ
尻
に
近
〈
な
っ
た
。

一
ト
ム
・

ハ
ン
セ
ン
(
ェ
巴
は
、
父
D
チ
一
精
神
分
裂
と
診
断
さ
れ
、
父
か
ら
「
十

じ
亭
つ
に
密
葬
に
し
て
、

木
宣
巾
内
の

「

付

近

の

住

民

の

聞

を

か

け

回

っ

て

千

一

礼

で

と

ざ

い

ま

す

が

、

お

二

人

で

、

一

一

一

を

返

し

て

、

私

に

と

っ

て

は

、

あ

な

一

た

が

、

判

決

直

後

に

検

察

側

は

「

刑

が

一

一

一

一

一

一

一

一
小
学
時
代
の
優
等
生
が
、
進
む
に
つ
一
ヤ
ー
ド
宮
口
一
、
母
シ
ャ
i
リ
1
2
む
を
一
五
分
以
内
に
家
を
出
ろ
」
と
の
メ
モ
つ

お
寺
に
あ
る
お
翠
に
一
緒
に
埋
め
て
下

一
人
の
署
名
を
集
め
て
く
れ
た
隣
人
の
S
一
夜
怒
り
の
酒
を
波
み
か
わ
し
て
頂
き
と
一
た
よ
り
も
健
-
の
方
が
大
事
だ
っ
た
の
一
軽
過
ぎ
る
」
と
し
て
抑
訴
し
た
。

一

一

一

一

一

一

一

一

れ
、
劣
等
生
に
な
っ
て
い
〈
の
は
さ
し
相
手
取
D
、
審
議
の
か
を
生
涯
一
き
の
目
覚
モ
時
計
を
警
に
憶
か

さ
い
。
こ
う
な
っ
た
の
も
決
し
て
あ
な
一
さ
ん
、

T
さ
ん
に
は
、

便
せ
ん
五
枚
に
一
う
存
じ
ま
す
。
世
間
を
狭
〈
し
、
心
弱

一よ
」
と
、
う
ら
み
曾
を
い
っ
た
り
す
る

一

H
子
殺
し
u
の
原
因
は
、
一
人
息
子

一

一

一

一

一

一

一

一

て

予

ν
い
こ
と
で
は
な
い
。
一
の
精
神
治
療
費
二
十
五
万
〈
慰
謝
斜
一
れ
、
家
出
。

た
の
せ
い
で
は
あ
D
ま
せ
ん
。
私
の
亡

一わ
た
っ
て
、
黒
い
サ
イ
ン
ベ
ン
で
書
き
一
り
て
、
た
よ
る
兄
弟
と
て
い
な
い
身
に
一
成
子
さ
ん
の
声
が
家
の
外
に
m
聞

こ

え

た

一

の

暴

力

に

あ

っ

た

。

一

一

一

一

一

一

一

一

問
題
は
、
本
人
と
そ
の
家
族
の
受
け
一
(
/
)
十
万
J
の
笠
ニ
十
五
万
J
を
よ
一
「
情
緒
不
安
定
と
さ
折
感
で
、
織
に

二
つ
ら
ね
た
H

死
の
決
意
H

が
述
べ
ら
れ
一
お
示
し
下
さ
い
卓
亡
た
と
親
切
、
涙
雨

一
と
シ
忘
あ
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
成
子

一

i
i
「家
中
の
物
を
手
当
D
し
だ
、

一

一

一

一

一

一

一

一

」

止

め

方

だ

。

小
学
生
時
代
、
子
供
の
成

一
乙
せ
と
コ
ロ
ラ
ド
州
千
ル
ダ
1
裁
判
一
つ
い
て
も
長
壁
巴
な
い
。
い
ま
は
同

一
一
て
い
た
。

一
の
降
る
ほ
ζ
フ
れ
レ
〈
心
に
し
み
わ
た

一
さ
ん
は
=
百
前
、
髭
を
セ
ッ
ト
し
「
ど

一
に
こ
わ
す
。
祖
父
の
仏
壇
凌
パ
γ
ト
で

一

一

一

二

一

一

一

一

績
を
自
管
て
成
子
さ
ん
は
存
在

一所
に
訴
え
た
。
(
腕
察
側
)
逼
を
必
ず
む

Bん
で
い
な
い
が
、

一
一
「
今
回
の
事
件
で
は
、
親
身
も
及
ぼ
一
り
、
口
で
お
礼
申
し
上
げ
る
よ
D
心
の

ft行所
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l都85円

三ご購続料zl

電隠

1年 3，000円
(鄭送料とも)

本紙は女性による平和

と平等を推進します

全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

一-A

一
重
苦
に
玉
の
緒
絶
つ

首
吊
D
自
殺
を
し
た
の
は
、
東
京
・

北
区
志
茂
四
の
八
の
=
一
、
飲
食
庖
経
営

佐
藤
忠
良
さ
ん
〔
四
七
)
の
妻
、
成
子
さ
ん

(
(
回
る
で
あ
る
。

夫
の
忠
良
さ
ん
宛
て
の
を
含
め
、
七

通
の
泡
容
が
残
さ
れ
て
い
た
。

「
:
:
昨
年
十
年
、
健
ち
ゃ
ん
が
死

ん
だ
あ
と
、
あ
な
た
や
周
囲
の
人
に
励

名
門
校
に
は
い
っ
た
自
慢
の
一
人
息
子
が
、
あ
る
臼
突
然
家
族
に
暴

力
を
ふ
る
い
出
す
。
家
具
を
倒
し
、
刃
物
を
ふ
り
回
し
、
思
い
あ
ぐ
ね

た
父
親
が
こ
の
息
子
を
殺
υた
。
総
判
・
|
八
ヵ
月
た
っ
て
母
親
が
わ

が
子
が
死
ん
だ
同
じ
自
宅
の
二
階
で
避
磐
を
残
U
て
酋
つ
り
自
叙
υ
た

「
開
成
高
校
生
殺
人
事
件
」
の
や
D
切
れ
な
い

一
つ
の
結
末
で
あ
る
。

受
験
戦
争
の
シ
ワ
寄
せ
と
、
簡
単
に
割
り
切
る
こ
と
は
む
つ
か
し
か
ろ

う
が
、
お
と
な
し
か
か
っ
た
「
良
い
子
」
が
家
庭
内
で
張
力
を
ふ
る
う

事
件
が
み
え
て
い
る
の
は
悲
し
い
事
実
で
あ
る
。
エ
リ
ー
ト
高
校
進
学

を
強
制
さ
れ
た
女
生
徒
が
、
あ
る
白
金
福
岡
パ
チ
の
金
魚
を
千
枚
通
し
で

プ
y
、
プ
ツ
と
利
レ
て
殺
υて
い
た
と
い
う
背
筋
の
窓
く
な
る
よ
主

話
も
あ
っ
た
。

0
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
殺
人
百
斜
」
伊
ひ
も
と
く
ま
で

も
な
く
、
こ
の
世
に
は
様
々
の
、
極
惑
非
道
の
人
間
た
ち
が
い
て
、
極

議
非
道
の
犯
罪
を
犯
し
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と
変
な
言
い
方
か
も
知
れ
な

い
が
、
犯
罪
が
そ

hpレ
た
，
非
人
間
H

た
ち
に
よ
っ
て
犯
さ
れ
て
い
る

う
ち
は
$
お
~
い
い
の
だ
。
現
代
の
持
つ
底
知
れ
ぬ
暗
闘
の
一
つ
は
、
む

し
ろ
そ
う
し
た
H

非
人
間
H

で
な
〈
、
と
く
日
常
的
に
私
た
ち
と
同
じ

生
活
の
場
に
い
る
H

真
人
間
H

が
、
突
に
あ
っ
け
な
〈
w
非
u
の
側
に

身
を
慣
い
て
し
ま
う
こ
と
だ
。
プ
-
フ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
旬
開
叫
が
待
つ
列

の
先
頭
に
並
ん
で
い
た
男
が
「
あ
ま
り
も
た
く
さ
ん
の
や
つ
ら
が
、
遠

慮
な
く
オ
レ
の
前
を
通
hu
彼
け
た
か
色
」
と
、
一
人
の
通
勤
客
を
線
路

上
に
突
き
落
じ
た
り
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

F
Eた
と
い
与
、
け
の
理

由
で
、
相
手
を
ピ
ス
ト
ル
で
射
殺
レ
て
し
ま
っ
た
り
。
そ
し
て
も
っ
と

た
串
芭
な
い
気
持
に
さ
せ
ら
巴
れ
る
の
は
、
犯
罪
を
お
か
ず
動
機
に
「
受

験
勉
強
の
重
圧
」
や
ら
「
身
障
の
我
子
が
小
ぴ
ん
だ
」
と
い
う
理
由
が

つ
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
だ
。
七
月
二
日
未
明
、
製
服
を
者
て
首
を
く
〈

っ
た
開
成
高
校
生
の
母
親
の
速
命
は
、
そ
ζ
か
ら
出
発
し
行
き
着
い
た

鮒
的
な
悲
劇
の
例
で
あ
る
。
な
ぜ
、
と
己
て
i
い
ま
こ
の
母
親
の
自

殺
を
中
心
に
し
て
、
「
家
庭
内
暴
力
」
と
い
う
現
代
病
の
一
端
に
触
れ

て
み
よ
う
。

母
・
成
子
さ
ん
切
々
の
遺
書
，

'・よ
・"・・齢制刷

自殺した母親の成子さん

唱ド

l

'

在
で
あ
る
と
思
っ
さ
つ
に
な
っ
て
し
に
若
い
婦
人
の
配
車
で
ほ
と
ん
ど
高
人
自
身
の
意
織
の
変
革
が
必
要
な
条
山

…

い

く

つ

に

な

っ

て

も

ま

っ

た

き

で

き

。

齢

者
の
配
事
が
な
い
。
笑
福
祉

2
3
4のた
ず
さ
わ
る
…

l

i

l

-

-

j

現
在
の
民
法
で
は
指
剰
を
無
く
し
対
策
の
充
ぎ
と
い
う
い
つ
も
お
さ
消
費
者
運
動
の
中
で
も
主
婦
だ
か
ら
山

川

餐

阿

ま

ま

f

J

A

l

h

ろ

た

母

親

は

手

足

の

き

主

に

自

分

音

量

ぞ

書

か

れ

て

き

。

没

頭

で

差

い

き

営

業

高

く

川

"
Z
E
-
-
1
a
m
-
-
'
u
‘
y
L
V
I
a
-
‘、
E
L
u
-
-
1
fレ

'

刷

J
一

-

-

'

1

1

の
身
を
仕
来
す
る
ほ
か
な
い
。

g
T
六
十
過
ぎ
の
女
は
最
早
や
人
間
失
格
が
、
害
障
を
犠
牲
ド
υて
ま
で
し
な
川

川

崎

個

き

い

は

何

万
の
人
の
願
望
と
し
て
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
君
主
。
〈
て
も
責
任
回
避
の
口
実
に
「
主
婦
」
川

川
現
代
の
婦
人
は
憲
法
に
護
さ
れ
の
老
齢
に
な
っ
て
、
震
の
語
、
何
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
参
写
生
き
と
て
生
き
る
人
聞
に
平
等
の
を
使
つ
て
は
な
ら
な
い
と
号
。
川

川
て
餓
に
幸
せ
で
あ
る
。
現
在
の
民
法
栄
養
失
網
、
精

神

的

な

苦

痛

か

ら

来

か

。

君

主

え

て

も

ら

い

手

。

「

事

か

ら

」

能

力

が

劣

る

の

で

川

川
は
昭
和
二
十
二
年
五
月
に
葬
さ
れ
た
震
痛
と
か
け
之
チ
に
か
か
っ
三
月
十
日
付
け
の
婦
人
関
係
襲
(
品
川
区
荏
原
七
百
六
番
地
十
は
な
〈
、
社
会
性
の
欠
如
と
人
福
山

川
た
@

そ

の

時

点

で

未

亡

人

で

あ

っ

た

て

い

る

人

が

で

の

現

状

〈

総

理

府

警

に

も

お

も

一

、

事

る

「

甘

え

」

が

一

人

前

の

人

間

と

し

川

州

、

A1・
1
女
は
ζ
の
民

ζ
の
未
亡
九
た
ち
こ
み
良
法
で
保

・
5

4

2

A

J

-

L

l

て
紋
わ
れ
な
い
差
別
室
み
、
男
性
川

川
、

A詮
一
一
局
法
か
ら
は
づ
穫
さ
れ
ね
ば
患
い
人
た
ち
だ
と

差

別

を

生

ん

だ

j

甘

え

。

優
位
の
基
を
作
っ
て
芝
の
で
は
…

C
F
-
一a疋
さ

れ

た

。

号

。

ト

・

な

い

だ

舎

が

。

山

川

明

一

一

4
5
-一翼
か

長

官

奈

の

あ

支

は

ま

ず

精

神

的

自

立

を

i
i
f
l川

1
2
-
E除
十

一

一

言

、

崩

怨

し

た

揚

喜

重

し

、

き

い

.

ル

で

そ

の

後

の

殺

事

者

と

言
わ

川

川

良

一

乳

売

を

か

は

巡

り

な

お

し

妥

を

守

っ

て

来

小

山

志

げ

れ

る

が

、

生

室

長

理

i

川

口

M
V
手

、

か
え
昔
、
た
。
そ
れ
な
の
に
新
民
法
家
に
対
私
は
あ
る
雲
定
住
民
代
表
安
慣
習
は
長
い
堅
苦
つ
も
の
で
憲
て
お
か
人
号
な
く
自
分
だ
け
川

川

7
可

、

幼

児

を

か

か

す

る

痛

を
こ
と
と
と
〈
相
続
人
で
員

tて
参
加
し
て
い
る
が
社
会
人
法
で
「
両
宮
本
質
的
平
等
」
高
の
テ
1
マ
を
も
っ
て
生
き
た
い
も
の
川

川

え
た
D
じ
て
い
た
未
亡
人
は
、
ィ
ン
あ
る
子
供
を
の
と
す
る
と
と
に
し
と
し
て
の
自
覚
は
生
き
が
い
に
差
配
し
て
い
て
も
一
朝
一
夕
に
解
消
す
で
あ
る
。
川

川

ブ
レ
と
飢
餓
に
さ
ら
さ
れ
た
。
働
き
た
。
が
る
し
、
政
策
決
定
の
場
に
参
加
で
る
こ
と
は
至
難
で
あ
る
重
量
、
婦
人
の
社
参
加
と
地
位
向
上
は
山

川

雲

寺

、

収

入
の
道
が
な
い
か
ら
事

Evて
嫁
の
権
利
が
家
に
き
る
事
で
婦
人
と
し
て
包
責
任
も
感
つ
ま
品
は
仕
事
、

在

家
庭
の
観
こ
れ
か
ら
の
よ
り
よ
い
社
会
の
た
め
川

川
幸
を
し
昔
、
蓄
を
し
た

E
つ
い
た
。

菅

自

分

寝

室

主

張

じ

て

い

る

。

念

が

基

通

念

tで
あ
る
限
り
、

必
要
な
の
は
習
か
で
あ
る
。
川

川
で
、
自
分
は
の
幻
を
な
め
て
も
、
子
し
て
、
自
2
0
0の
所
長
た
の
自
分
薬
品
豪
首
ら
の
手
婦
人
の
自
立
も
特
殊
な
能
力
の
あ
る
精
神
的
自
立
は
男
女
向
指
へ
の
第
川

川
叫
世
論
物
資
を
仕
入
れ
て
飢
餓
か
だ
か
ら
、
雲
見
る
必
要
が
な
い
と
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
白
か
ら
を
人
以
外
窃
一
め
な
い
し
、
女
性
解
放
も
一
歩
で
あ
D
、
実
力
主
婦
人
富

山

ケ
D
守

え

い

う

。

婦

人

解

放

も

婦

人

の

地

位

向

上
も
窓
速
い
鎖
と
し
か

聞
こ
え
な
い
と
思
位
向
上
へ
の
推
進
力
と
な
る
事
富
山

川

あ
る
い
は
黒
人
に
量
売
っ
て
子
息
子
は
三
十
年

前

の

母

皇

室

外

に

霊

か

に

努

力

さ

え

管

ま

な

う

。

じ

、

ど

ん

な

立

場

に

あ

っ

て

も

生

涯

川

川

供
等
っ
た
、
も
つ
名
義
を
ほ
ぼ
荒
て
し
ま
っ
て
い
る
。
撃
け
れ
ば
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
よ
っ

ζ
の
社
会
通
念
を
襲
す
る
た
め
学
習
を
続
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
山

川

ぺ

き

婦

人

も

い

た

。

が

可

愛

い

い

。
子
供
は
過
保
穫
で
金
に
な
っ
た
。
行
政
に
指
導
を
要
求
す
る
の
は
勿
論
〈
東
京
都
渋
谷
区
幡
ケ
谷
一

l
一
川

川
そ
の
未
亡
人
た
ち
も
六
十
、
七
十
が
か
か
る
。

母
と
は
餓
に
厄
介
な
存
男
女
平
等
を
阻
筈
レ
て
い
る
社
会
重
要
で
あ
る
が
、
当
事
者
で
あ
る
婦
五
l
一一一)

川

そ
の
肉
体
的
、
精
神
的
打
繋
で
、
屈
辱

感
と
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
植
え
っ

qzu、
お
と
な
に
な
っ
て
や
っ
て
い

け
な
く
な
っ
た
」

い
か
に
も
ア
メ
リ
カ
的
な
方
法
だ

が
、
あ
る
い
は
、
殺
人
な
ど
と
い
う
結

末
に
至
る
よ
在
、
ま
だ
手
レ
か
も
.

い
ず
れ
に
し
て
も
、
平
供
を
思
い
の

ま
ま
に
育
て
る
権
利
が
あ
る
、
子
倦
L

き

puく
し
た
D
、
い
じ
め
る
の
は
子

供
の
た
め
(
臼
本
で
き
品
問
き

V
レ

〈
勉
強
さ
せ
、
教
育
に
金
を
か
け
る
)

と
思
い
込
ん
で
い
る
親
た
ち
が
い
る
か

ぎ
b
、
乙
の
種
の
悲
劇
は
な
く
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

毎日の暮らしに必要な額だけは、普通預金に

預けておいて、残ったお金は総合口座の定期預

金にしておく..oまとまった資金づくりの手カ旬、り

ができま主コースは2年・1年・6ヵ月といろいろ。

忠わね出資が生まれたら〈協和〉の自動融資で

総合口座にお預けの定期預金の総額の90%、

最高100万円まで自動的に借りられますLいま通

帳の中で迷っているお金は、いざというときにも

役に立つ総合口座の定期預金にじておきましょ

う。ふだんの暮らしに弾力がつきます二

使いながら貯めてL貯めながら使う。

E益己主ーlE重品丑u主主Eヨ

③協和銀行

どうして荒んだ反抗心が…....

ふだんの暮らしに役たeっ
使いニなしたL¥定期です。

、，l
i
J
-
R
肯
官

仕
事
っ
て
何

一
層
my
一

だ
ろ
う
、
ふ
と
乞
つ
考

一
-
吋
一
え
る
。
政
治
を
す
る
、

-zv
一一

役
所
へ
行
〈
、
物
を
造

τr一
る
、
帳
簿
を
つ
け
る
。

一
週
刊
岬
-
そ
の
た
め
に
大
勢
の
す

F
1
.

一
」
-
フ
リ
1
マ
ン
が
い
る
。

寺
っ
、
響
察
や
自
衛
隊
は
私
た
ち
の
平

和
と
安
全
を
守
る
タ
テ
マ
ェ
。
そ
し
て

男
た
ち
は
こ
言
自
に
は
「
仕
事
」
「
仕

事
が
忙
し
く
て
」
と
い
う
。
が
、
じ
っ

く
り
自
分
の
毎
日
し
て
い
る
こ
と
を
ふ

D
返
っ
て
H

こ
ん
な
乙
と
で
い
い
の
か

な
あ
'
と
思
っ
た
乙
と
の
な
い
人
は
幸

せ
で
あ
る
。
本
来
、
仕
事
と
い
う
も
の

は
人
間
の
手

p
uを
畿
か
に
楽
し
く
す

る
た
め
の
も
の
で
る
。
う
.
そ
れ
が
世

の
中
が
進
む
に
つ
れ
て
複
雑
な
モ
ノ
や

組
織
や
機
構
が
で
き
て
、
仕
事
そ
の
も

の
も
細
分
さ
れ
、
挽
る
者
に
と
っ
て
誠

に
味
気
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
樽
の
中

の
哲
人
、
デ
イ
オ
ゲ
ネ
ス
が
、
ア
レ
キ

サ
ン
ダ
l
大
王
の
「
言
う
て
み
よ
、
何

で
も
願
い
を
貯
え
て
や
る
」
の
言
葉
に

対
し
「
そ
ζ
を
ど
い
て
く
れ
、
肌
闘
が
当

ら
な
く
な
る
」
と
答
え
た
話
は
現
代
の

H

仕
事
H

を
鼠
刺
レ
て
い
る
か
の
よ
つ

で
も
あ
る
。

肯
官
背

中
山
千
夏
さ
ん
が
ζ
ん
な
乙

と
を
書
い
て
い
た
。
「
簡
単
に
い
え
ば

女
は
自
然
の
ま
ま
に
忙
し
く
充
実
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
男
は
ヒ
マ
で
何
か

物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
ラ
イ
オ
ン
の
オ
ス
な
ら

そ
れ
で
悠
然
と
寝
て
暮
ら
す
と
ζ
ろ
を

人
聞
の
男
は
思
い
悩
む
頑
を
持
っ
て
い

た
」
か
〈
て
ヒ
マ
に
あ
わ
せ
て
、
小
は

パ
ク
チ
か
ら
大
は
猶
明
、
戦
争
に
没
頭

し
、
本
来
は
ヒ
マ
つ
ぶ
し
な
の
に
存
在

価
値
と
思
い
込
ん
で
い
る
と
。
子
を
生

み
育
て
種
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
女
が
が
自
然
の
ま
ま
に
仁
し
い
a
の

は
た
し
か
。
そ
の
忙
し
さ
が
人
間
と
し

て
の
充
実
感
と
一
致
す
れ
ば
、
そ
れ
は

女
の
性
宮
古
の
幸
せ
と
い
う
も
の

で
争
。
ぅ
。
し
か
し
i
i育
児
、
三
度

の
食
事
、
掃
除
、
洗
園
間
:
・
・
・
・
乙
れ
は
連

綿
台
じ
て
終
る
ζ
と
が
な
い
。

官
官
肯
千
夏
さ
ん
の
い
う
と
と
く
男

は
ヒ
マ
が
、
ヒ
マ
を
ヨ
ヂ
た
め
に
色

ん
な
乙
と
を
考
え
出
す
の
か
と
コ
か
は

別
弁
じ
て
、
家
庭
に
お
い
て
は
一
番
ヒ

マ
風
な
の
は
旦
那
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
「
メ
シ
は
ま
だ
か
あ
」
「
お

い
お
茶
」
。
新
聞
を
腕
ん
で
テ
レ
ビ
。

年
代
に
よ
っ
て
も
遺
♀
~
ろ
う
が
、
別

に
ζ
と
書
ち
威
張
っ
て
を

P
じ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
習
慣
的
に
そ
玉
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
一
朝
事
あ

っ
て
、
家
事
な
る
も
の
を
経
験
す
る
と

主
婦
の
仕
寧
の
大
変
な
こ
と
を
実
感
し

手
伝
っ
て
や
っ
て
も
い
い
と
思
う
。
た

だ
そ
れ
を
い
い
出
す
勇
気
が
な
い
の
で

あ
る
。
あ
る
い
は
気
が
つ
か
な
い
で
い

る
人
も
あ
ろ
う
。
且
厩
近
あ
る
物
書
き
の

先
生
が
、
『週

一
回
、
主
婦
に
家
事
ゼ

ロ
の
目
を
つ
く
ろ
う
』
と
提
唱
し
て
い

る
の
見
て
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
そ
の

日
の
家
事
は
昌
那
や
子
供
た
ち
が
や
っ

て
も
い
い
、
外
食
も
い
い
だ
ろ
う
、
そ

の
家
の
条
件
に
よ
っ
て
多
少
幅
を
持
た

せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
ル
旨
甘
か
く
主

婦
は
連
綿
と
統
〈
家
事
か
ら
週

一回
は

解
放
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
組
抽
間

的
な
運
動
に
進
め
る
方
法
は
な
い
か
。

主
婦
た
ち
の
結
束
で
陣
容
は
取
M
U
除
く

こ
と
は
で
き
そ
う
に
思
う
の
だ
が
。

いつ明るく健康だった若者たちの心に

通帳のなかで迷づCいるお金
定期にじCゆとりをつけましょえ
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合
回
忌
常
曲
に
な
じ
ま
な
い
.
ひ
え
る
」
と
い
う
見
解
に
立
っ
て
お
D
そ
由
中
心
を
な
す
も
の
が
N

潜
在
的
顕
在
化
H
で
あ
っ
て
聖
送
附
置
白

い
て
は
、
睡
師
国
際
白
財
輯
升
与
曙
「
舟
与
問
庫
は
、
間
在
的
に
、
升
与
な
究
開
持
有
酎
置
由
晴
算
で
あ
る
N

静
配
で
は
な
い
と
い
う
に
あ
る
.

白
臨
噛
や
輔
君
成
立
を
困
難
に
し
聖
堂
廿
る
聞
白
財
襲
、
あ
っ
た
」
と
己
主
は
-
苧
レ
て
い
る
.
す
な
わ
己
由
意
見
書
は
、
軍
高
揖
判
棋
を

升
与
童
廿
る
聞
〈
事
多
〈
は
要
す
る
見
解
喜
定
す
る
立
場
に
た
っ
ち
、
捕
掴
申
に
、
土
這
い
ず
れ
か
一
所
博
現
世
軍
一
一
±
-
一
条
、
三
+
一
柔

で
あ
る
v

自
立
場
者
も
不
利
に
噂
〈
E
と
に
な
る
・
丹
与
者
を
夫
、
骨
与
方
自
名
慢
で
笠
均
障
害
孟
つ
ず
も
=
一十
五
語
、
五
十
九
条
な
ど
の
騨
駅

危
霊
が
大
き
い
品
柄
し
て
い
る
を
苦
る
重
要
与
れ
ば
、
E
白
書
的
に
は
夫
掴
白
共
有
に
聞
ず
る
上
か
ら
も
、
一
般
常
閣
に
，
な
じ
ま

I
H
H
t
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
M
H
H
H
H
H
H
H
U
U
H
H
H
a
H
H
U
H
-
H
u
n
t
H
H
H
H
U
H
H
H
H
H
H
H
U
H
-
な

hy見
解
だ
少
託
判
υて
い
る
.

-E件
毛

主

〉

r
、L
t
二
戸
、
市
M
3

2
露

tて
は
、
割
善
悪
所

4
師
同
時
H
H
V
E
ι
F
'
J
F
3
a
同
品
1
4
E
-

』
ヨ
ト
E
-
H
叶
叫

-
由
且
解
に
は
吾
可
白
眼
同
点
一
官
官

前

開

品

究

じ

』

7
J
ゐ
『

pv
-ノ
-1
4
-離
蝿
に

2産
分
与
に
対
す
る
阻

噂
酎
惜
担
は
聾
唖
す
ベ
禽
壱
な
い
と

穣

渡

ヨ

停

車

一

戸

室

主

詮

乏

し

て

い

る

・

量
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桔
控
雪
山
一
司
虫
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山
り
た
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い
う
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テ
ラ
ン
だ
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雪
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性

白

聞

き

多

菱

信

ろ

ピ

b
tへ
吹
で
き
hu

i
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t

t

J
I

-

-

t

〈
な
勺
て
来
手
レ
た
が
、
私
が
や
b

-
4

ι
町

田

|
l
'

抽
め
主
援
同
世
ほ
か
b
で
し
た
」

-
M
E
に
細
腕
四
一
女
世
が
臨
D
込
み
た
式
晶
を
散
時
間
惜
り
て
や
る
白
が
「
二
買
も
立
ち
枠
昨
生
γυ
十
戸
」
と
は
あ
女
性
司
金
者
自
制
点
は
?

を
か
げ
た
白
だ
か
ら
、
費
廿
此
め
る
常
醐
と
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
阻
り
ま
せ
ん
さ
と
い
と
も
閥
単
位
い
「
開
業
U
司
会
者
白
事
F
拘
席
え
、
一
組
-
姐
を
て
い
ね
い
に
.
仕
ぽ
る
つ
も
D
で
す
か
ら
、

P
瓦
P
瓦

方
翁
持
論
純
筆
告
)
も
捜
躍
な
ら
れ
た
時
間
内
に
師
D
な
〈
式
を
糾
う
曹
地
さ
ん
、
サ
ス
ガ
で
あ
る
.
さ
れ
た
万
が
か
ま
え
て
し
辛
フ
白
で
翌
十
分
、
債
の
半
同
は
安
門
に
な
っ
女
性
四
方
白
進
出
也
管
草
み
た
い
で
す

世
情
.
酔
や
νい
か
ら
や
島
せ
て
み
ら
せ
る
と
介
E
に
、
人
生
白
門
出
に
と
う
し
た
自
由
も
、
以
前
ア
ナ
ロ
ナ
。
手
あ
点
古
性
の
場
合
は
ス
ー
ツ
た
つ
も
り
で
や
る
と
い
う
世
主
由
真
示
。
そ
田
高
也
阻
み
台
に
事
ん
で
な

士
い
が
、
女
性
に
ヨ
と
ま
る
か
と
つ
ふ
さ
わ
し
い
セ
レ
モ
-
T
に
な
る
よ

yサ
1
(
札
幌
テ

νピ

)ιし
て
、
D
と
静
あ
場
に
陪
貯
込
め
る
特
性
を
持
心
ζ
も
工
住
耶
ぷ
P
に
暗
闘
し
‘

る
つ
も
p
」
.

か
と
.
尭
阜
の
明
が
あ
っ
た
か
ら

A
轟
い
て
〈
れ
る
察
官
接
に
な
D
J
、
生
ま
ワ
イ
収
書
組
の
T
j
ス
タ
っ
て
い
る
と
間
宮
白
で
す
.
ま
た
、

R
'々
Y
任
事
由
輔
が
広
が
っ
て
い
き
寺
つ
い
っ
た
憤
通
常
育
て
る
た
め

か
、
野
町
同
閉
な
耳
障
で
-
度
〈
ら
生
ま
れ
た
白
が
輔
副
畑
試
白
司
会
と
い

y
ト
、
映
阻
虫
白
シ
ョ
l
白
閉
会
、
司
会
宥
が
宜
件
持
』
と
制
民
躍
さ
ん
が
か
現
在
は
五
O
軒
以
上
白
式
掛
か
ら
掴
に
エ
ル
司
会
者
閉
会
ハ
T
E
L
四
ニ

い
や
ら
せ
τ
且
ょ
う
か
と
凪
っ
た
か
う
撃
だ
.
型
も
あ
D
警
ょ
が
つ
イ
ン
喜
子
、
ニ
ュ
ー
ス
な
品
す
令
し
寄
る
で
は
と
心
配
な
さ
名
で
置
が
か
か
る
ま
で
に
な
っ
た
.
六
人
四
一
一
世
田
甚
区
上
開
場

介
E
か
三
一
軒
目
描
嗣
式
輔
が
世
宜
t
相
鯛
誌
に
な
る
か
μ
苦
か
は
、
聞
広
い
ジ
土
J
ル
で
活
躍
し
τ
来
た
と
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
$
子
炉
、
「
今
、
苧
ん
な
事
が
あ
っ
て
3

も
究
五
二
六
1
士
一
メ
ゾ
Y
ア
サ
ヒ

に
門
戸
を
聞
い
ず
ぞ
れ
た
と
い
う
.
会
岩
田
腕
耽
餌
と
い
っ
て
も
器
r甘
い
う
背
且
置
か
ら
来
る
も
白
戸
土
官
J
.
な
ん
と
い
っ
ず
名
鯖
曙
式
市
山
花
は
花
阻
は
で
当
是
い
で
す
よ
.
私
刑
究
取
内
)
を
腔
芋
レ
た
。

描
園
式
を
軍
要
行
っ
て
い
た
そ
は
な
か
ろ
う
.
「
多
〈
四
人
と
出
会
い
た
川
口
そ
監
さ
会
私
過
は
臨
世
.
目
立
ち
た
す
れ
ば
、
私
制
人
目
先
肢
と
し
て
で
み
ん
な
で
存
丹
に
腕
章
ふ
る
い
宜

白
昔
は
、
E
う
む
た
回
全
苓
も
、
「
五

8
組
も
や
っ
て
い
れ
ば
伺
う
凪
っ
て
ア
ナ
ロ
ン
す
と
い
う
輯
吉
田
は
塁
高
わ
ず
両
金
者
畏
な
〈
主
権
か
ら
と
い
う
見
方
を
さ
性
司
金
者
自
評
判
革
め
る
ま
J
揖

そ
白
必
要
性
も
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
置
が
障
や
汗
を
か
〈
場
面
に
も
ぷ
つ
聾
を
選
ん
だ
白
で
す
が
、
プ
ト
買
が
桔
だ
と
且
E
S
3
」
・
れ
ま
ず
か
ら
.
E
白
差
毛
女
性
白
力
し
た
い
と
い
う
署
地
さ
ん
で
し

ら
、
丸
一
目
、
地
方
に
行
〈
と
三
日
か
り
手
u
t
.
あ
る
式
場
白
E
と
な
つ
い
て
田
わ
め
d

を
な
が
め
た
b
、
雷
手
文
〆
レ
た
間
一
金
者
宇
υて
白
心
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地
位
を
確
立
す
る
ま
で
必
死
で
が
ん
た
.
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損
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=
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簡
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.
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、
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右
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、
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「
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圃
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を

迎
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な
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、
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い
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瓦
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史
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司
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で
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E
た
間
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者
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つ
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E
れ
に
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し
て
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民
一
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tて
出
て
〈
る
自
で
し
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う
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一

て
メ
ー
カ
ー
聞
と
惜
し
合
う
梢
費
者
供
一
と
し
て
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口
副
社
堕
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
白
一
ま
た
、
車
電
製
品
協
融
合
白
間
川
事
-
主
持
え
t
.
-
一
日
ま
官
.
一
特
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的
な
こ
と
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，
枯
れ
た
M
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揖
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に
あ
る
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に
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室
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案
週
間
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間

宮

「
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ケ
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と
は
イ

ySァ・
パ
リ
一
一
会

g
gモ走
路

奈
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
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ビ
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で
十
八
日
一方
品
圃
雪
、
参
l
ピ
ス
内
だ
廿
で
一
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
は
不
自
自
由
な

一
白
P
R
ば
か
り
や
島
な
い
で
肥
っ
て
い
一

一
島
田
章
「
さ
い
し
〕
霊
.
一
一
代
と
な
っ
た
-
き
で
す
「
と
分
析

-

に
聞
い
ち

一主
一
万
二
千
詰
寄
暗
部
品
耐
震
一い
俸
制
づ
〈
り
を
や
っ
て
い
る
.
を

一
2
2
震
基
も
や
っ
た
ら
苦
ι
芸
間
山
富
露
白
山
署
一
二
午
室
時
E
a
T
、
山
崩
組
約
一
し
て
い
る
.

出
席
在
、
望
者
代
量
刑
十
石

一さ
れ
て
い
る
」
長
明
.
一
に
部
品
保
有
に
は
力
支
れ
て
い
る
.
F
」
な
ど
「
宮
ん
か
な
」
章
受

一
刑
、
新
宿
高
警
告
白
=
喜
信
一
二
百
人
安
Y
パ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
劃
一
一
車
、
国
間
に
応
え
て
、
主
…

軍
居
量
買
僻
具
揖
岬
か
ら
醐
東
京
ナ
一
聞
社
白
場
合
、
注
文
部
品
目
即
納
車
一ー
小
売
直
白
方
で
な
い
と
い
っ
て
も
、
メ
一
白
酷
判
も
出
た
.

一
広
揖
官
「
ケ
チ
ャ
揖
」
を
植
す
.
E
と
一
日
を
聞
い
た
D
、
大
遊
詩
を
比
ぜ
る
.
一
ぃ
、
E
己
}
盤
、
若
返
え
り
を
院
副

シ
ョ
ナ
ル
す
1
ピ
ス
大
口
剛
社
度
、
軍
一
戸
前
日
置
匪
翌
朝
配
琴
平
均
九
十
三
一

1
刀
1
白
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
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い
合
せ

一

出
席
者
白
ひ
と
b
二
一
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闇
市
に
缶
む
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で
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日

か

ら

三

十

-

-

一

一

み

る

と

い

た

し

芋

υ
ょう・

電
製
品
剛
噛
吉
岡
川
再
開
車
初
局
畏
一
町
で
、
「
部
品
が
な
い
と
い
う
己
と
は
一
て
争
恒
え
は
部
ロ
聞
は
必
ず
あ
る
.
梢
貴

一腰
回
世
子
さ
ん
は
「
地
苓
泊
費
者

2
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
4
0
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0
4
0
4
b
o
o
t
O
4
0
4
0
‘

ら
が
出
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・
事
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畠
と
い
う
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一
世
え
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あ
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と
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・
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在

、

E

し
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い
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-
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3
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、
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-
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-
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一
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し
て
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さ
い
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量
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ア
フ
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一
c
E
事
1
ピ
ス
部
門
が
君
主
一
一
日
本
へ
の
輸
出
一
ょ
、
も
っ
と
わ
れ
わ
れ
白
一

η
f義
聾
す
る
国

6
3

九
庖
が
寓
定
白
申
摘
を
行
い
、
-
千
百
一
見
晴
書
を
提
-
F
U
、
臨
理
佳
は
明
細
書
一ー
サ
ー
ビ
ス
は
万
全
だ
と
い
う
聾
掛
を
一
え
知
ら
な
か
っ
た
.
以
前
ア
イ
ロ
ン
が
ι
=
一

-

i

-

一
商
品
を
醐
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し
て
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と

暗

-

1
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パ
ス
し
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い
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電
器
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「
熊
谷
守
一
一
段
」

問
問
自
制
修
理
し
て
使
え
る
よ
う

(第三..便物館可〉

徹
底
し
た
サ

l
ピ

ス
と
責
任

。
認
定
底
制
度
。
各
地
で
動
き

箱
根
の
滝
め
ぐ
U

太
陽
日と
場遊
コぼ
ょう
、t-，.-
案
内

〈
千
晶

(ち
す
じ
)
の
壇
￥
帽
担
に

は
そ
れ
ほ
ど
究
発
迂
滝
は
な
い
が
、
個

師
の
宗
レ
い
晴
、
低
祉
に
い
る
よ
回
れ

?
描
喝
な
ど
が
多
い
.
千
晶
白
聞
も
寵
量

五
肘
ほ
戸
レ
か
な
い
が
、
個
約
二
十
肘

無
世
田
阻
慌
が
岩
白
聞
か
ら
揖
脅
出
回
し

千
本
も
り
舟
を
旧
い
た
L

世
J
な
蹴
れ
が

且
る
か
b
に
揮
し

bs・
(
小
田
誠
桂

か
ら
箱
根
登
山
怯
遭
で
四
十
丹
、
小
園
田

昌
E
卜
車
世
耕
十
円
)

八
亙
開
(
た
ま
だ
れ
)
の
曙
〉
奥
樹

木
由
加
曲
支
属
園
田
障
問
に
あ
る
名
睡

で
あ
る
.
踊
白
原
屯
林
を
丹
け
て
国
十

一
釘
に
わ
た
っ
τ
+
I
H
前
田
哲
号
車
下

ず
る
さ
ま
は
、
水
晶
白
玉
狂
L
似
て

い
る
と
い
う
と
E
ろ
か
ら
E
白
畠
酬
が

】~­

-' !""，..oc:.-

他 、

金二
島しが<1ま渓替

を
飲
む
芝
居
つ
て
の
は

い
ん
だ
よ
。

ほ
ん
と
う
に
お
い
し
い
ス
l
ブ
を

飲
め
ば
い
い
ん
だ
か
ら
。

市
川
昆
面
倒
)

8*;写蔵

これがスープ

一流レストランと同じようlこ

じっくり時間をかけたフ河ヨに

そして牛乳・パター・コーンペーストを

たっぷり入れました。

=ヨFI，，~のコーシポタ-5P1z

まごころをパック

潟涜食品

National 

箆

31.2kg 

f史い主れた便利舎。
水流11-3段に切換えられます。

2槽式 NA-470L
練単価格 53，800円
・9キ砂寸法・艦84.0X奥行4_0X賞多
例抽岨品副・暗s・a・提出雌
木容量"Ukg(tzj・u.量}・11・*.
-高水位..e中ホ位33e.t水位"'.・6隆
副そ4・5。ωH..仇カ騎W入カ""W
魁水毛ーヲ・扮'6C!HI-t出品W入カ1“w

今ず湖

脱水までノンストッフエ

4通りの洗い方が選4ます。

全自動 NA-870L
帽準価織 79，800円
・舛JIJ寸法ー儒62.5X奥行sa.OX
高目。。依3."晶重量・・4J};IiI.tI
.後た〈脱水容a・3.2klil(陀鎌布
..I.IIIU.量・高水位52e.中水
位46.se低水位.2t・..ーター田
ωH.ー出力1切W入1H.3fJW

.4製品とも、新色，、ーペストゴールドで勢ぞろい。

キメ細かな洗い分"ができま九

マイクロコンピュータ;量賞

誕孟E語圏全自動
NA-890L 

繍譲価倫98，800内
・1'1形寸法・絹62.5X奥行関 0><

痛さ100取コ.."品..・'3klil・標
期旋た〈鵬木容量-3.2klJ(舵鎌布
軍量}・11噂水属国高木俊52t'.中水
位‘fi.5e.低水位。e...ータ・50・
ωH，出力1泊w.入力4初W

洗た(-すすぎが

スイッチポンの自動式。

しか色同時に

絞れる2槽式。

自動2猶
NA-670L 
棟準価格

63，800円
・舛形寸法ー幅削OX
奥行4S.0X高き四.4a1
・粧品重量--n

kg・a措法たく
.脱水容量町

3.2kg (乾蝿布軍

量)・榎増水量ー

高水位ue・中水位33
e.低水位2se・洗た〈
そーター50・同H，-出力
95W .. 入力2剖W脱水モータ
由同H，-出力日¥V.. 入JりH51V

属司回世ヨー唱U
-恥叫鴨鴫司噂喝叩輪、

色情事

彰

mm4F23:得。
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⑨
積
物
た
ん
白
を
使
之
総
理
を
紹
介
一
・
揚
げ
ポ

l
ル

し

を

ょ

う

。

一

語

4
人
分
:
:
飛
び
魚
、
き
ひ

-

プ

チ

パ

ン

フ

レ

一

ら
め
正
味
四
O
O
F
、
植
物
性
た
ん

材
料
4
人
分
:
・
:
パ
タ
1
ロ
l
ル
8
一
白
m
F
、
水
(
牛
乳
又
は
ス
1
プ
)
一

個
、
植
物
性
た
ん
自
ド
ラ
イ
日
F
、
水
一

o
o
u、
片
栗
粉
鈎
F
、
し
よ
う
が
汁

(
ヰ
吾
首
ス
i
Z
忠
、
合
ひ
き
一
少
々
書
2
個

、

塩

少

々

、

化

学

要

領

き

の

修

事

け

で

な

く

マ

雲

か

肉
一
五
O
F
、
玉
ね
ぎ
小
M
個
、
卵
げ
月
一
斜
少
々
、
酒
大
2
、

水

少

々

。

ら

守

る

マ

タ

ン

ス

の

移

動

が

閉

身

を

入

個
、
牛
乳
少
々
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ

一
作
り
方
:
:
①
魚
は

骨

や

皮

を

と

り

れ

た

ま

ま

簡

単

に

で

き

る

マ
木
目
模
様

%
カ
ッ
プ
(
ω
F
)
、
ワ
ス
タ
l
ソ
l
一
串
走
仮
の
上
で
よ
〈
た
た
き
、
水
も
ど
で
家
具
に
調
和
す
る
、
の
特
徴
が
。

ス
大
2
、
極
小
Mn、
コ

シ

ョ

ワ

少

々

一

し

僧

物

性

た

ん

臼

も

、

串

走

板

の

上

で

(

発

売

元

港

区

白

金

=

丁

一

ー

一

作
り
方
・
:
①
バ
タ
1
ロ
l
ル
の
上
%
一
ほ
A
d
D
ょ
う
で
者
逮
』
み
、
す
D
鉢
に
入

第

一

麻

布

ピ

ル

麻

布

運

送

有

限

く

ら

い

切

っ

て

ふ

た

に

し

て

下

の

部

分

一

れ

で

よ

く

す

り

ま

す

。

会

社
。
定
価
一
撃
石
δ

巴

は

中

を

〈

幻

ぬ

;

。

一

乙

れ

に

雪

、

温

、

し

よ

う

存

、

サ

ン

ヨ

ー

②
①
の
く
D
と
っ
た
パ
シ
を
ヰ
乳
で

一片
東
粉
、
化
学
関
味
斜
を
加
え
て
よ
〈

し
め
ら
せ
ま
す
。
③
玉
ね
ぎ
は
、
み
じ
一
管
ま
す
。
②
適
宜
の
大
き
に
丸
め
一
タ
ン

O
マ

ッ

ト

一

カ

ド

ニ

力

恒

池

ん
切
h
u
に
し
手
。
④
ボ
1
ル
に
水
も
一
て
油
で
揚
げ
手
。
又
中
に
ニ
ン
ジ
ン
一
タ
ン
ス
な
ど
の
家
具
類
毒
く
と
き
一
い
ま
大
流
行
の
ラ
ジ
コ
ン
カ
1
に
最

戸
)
し
た
植
物
位
た
ん
白
、
合
ひ
き
肉
一
と
ぼ
う
、
グ
リ
シ
ピ
l
ス
等
す
ば
や
〈
一
長
や
床
面
の
た
わ
み
で
、
前
面
に
、
あ
一
遜
な
臼
本
初
の
充
篭
式
0
0
6
P型一億

②
③
卵
、
関
味
斜
を
入
れ
よ
く
ね
h
u
あ
一
火
を
通
し
た
も
の
を
入
れ
て
揚
げ
て
も
一
る
い
は
左
右
の
い
ず
れ
か
に
傾
く
。
新
一
池
。
特
長
と
し
て
は
①
宮
山
篭
で
約
三
O

わ
せ
ま
す
。
⑤
申
を
く
D
ぬ
い
た
パ
タ
一
お
い
し
く
い
+
ゆ
~
け
串
$
3
。
一
関
紙
や
ベ
ニ
ヤ
絞
な
ど
を
ヨ
か
つ
て
関
一
O
回
使
用
で
き
る
。
充
電
貨
は
-
回
あ

1
ロ
l
ル
に
③
を
づ
め
一
六
O
L
七
一
ま
た
お
で
ん
の
種
に
も
な
D
卓
ヂ
。
一
墜
し
て
い
る
の
が
一
般
だ
が
、

ζ
の
製
一
た
り
わ
ず
か
0
・
ニ
円
。
三
O
O
回
使

O
度
C
の
天
火
で
お
分
ほ
ど
焼
き
串
ヂ
一
回
ロ
聞
は
悩
み
を
解
消
す
る
。
-
っ
た
弁
じ
て
マ
ン
ガ
ン
篭
池
の
約
九
分

十
一
時
、
た
。
一
方
、
小
坂
恭
子
や
佐
藤
奈
々
そ
の
川
島
が
新
曲
「
う
わ
さ
の
繁
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
る
と
い
う
乙
と
が
今
後
の
銀
事
苫
ロ
ン
、
ポ
ロ
ン
と
弾
き
な
が
長
つ
の
き
に
占
カ
l
y
と
人
の
注
似

に
子
一
一
外
は
雨
。
業
寝
子
等
と
の
H
ワ
ン
・
モ
ア
・
コ
ン
サ
塑
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
変
身
。
は
ね
お
と
い
う
今
回
の
川
島
撃
の
フ
ァ
思

E彼
女
は
そ
れ
を
や
れ
る
ア
!
て
い
た
。
ま
つ
を
動
く
ζ
と
は
で
星
引
く
起
爆
剤
だ
。

bttた
時
…
…

機
長
一
一
ぼ
け
た
さ
つ
な
六
l
J
H
ひ
な
祭
り
コ
ン
サ
ー
ト
H
F
語
、
告
の
、
彼
女
に
取
っ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
当
方
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
チ
ス
ト
の
一
人
だ
と
思
う
ん
で
す
」
き
ず
に
い
た
が
、
安
ー
を
ハ
ン
R

い
ま
ま
で
地
味
に
積
重
ね
て
来
た

-
m

転

E
一
一
奈
の
響
、
乙
月
に
一
回
の
w
ジ
ア
ン
ジ
ア
ン

L
て
は
始
め
て
の
他
人
僚
の
聞
で
あ
る
シ
シ
ョ
l
的
に
せ
ま
っ
て
み
よ
う
。
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
言
葉
に
宇
マ
イ
ク
に
雪
変
え
た
奇
ア
ク
つ
一
つ
の
活
動
が
一
挙
に

rgき仰

の
き
一
一
れ
主
業
種
演
と
、
多
〈
の
ス
テ
ー
ジ
を
踏
み
、
と
も
に
、
白
闘
も
ス
ロ
l
テ
ン
ポ

4
警
の
エ
プ
ロ
ン
ド
レ
ス
で
主
ず
〈
彼
女
の
横
顔
が
(
彼
女
の
テ
ィ
プ
な
霊
真
に
出
す
H
と
い
震
の
中
心
に
な
る
に
違
い
な
い
。
似

つ
は
一
一
定
額
で
約
束
の
恵
ま
れ
た
霊
の
宅
、
地
味
だ
が
で
マ
イ
ナ
ー
調
な
も
の
か
ら
ポ
ッ
プ
す
。
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
流
れ
妻
け
横
に
座
っ
た
関
係
で
、
彼
女
の
襲
う
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
次
第
。
そ
の
起
爆
剤
事
幽
「
?
の
さ
の
紫

m

一
川
一
一
喫
茶
信
号
と
地
に
足
の
つ
い
た
棋
聖
展
開
し
て
ス
翻
に
な
っ
た
。
て
、
土
く
さ
い
エ
プ
ロ
ン
ド
レ
ス
も

園

瞳

韓

関

費

Z
Z

J脳
E

R

i

-

-

E

川

U
Lも
よ

在

君

主

。

「

女

は
恋
を
し
て
宅
い
自
分
を
雲
の
腸
の
下

5
2き
と

し

園

田

園

鴎

覇

難

審

欝

J

j

一

弘

司

闇

J
m

m
か
な
顔
を
し
て
待
っ
て
い
た
。
「
ハ
ス
キ
ー
と
い
う
か
、
彼
女
の
発
見
す
る
と
い
い
ま
す
が
、
私
は
者
て
見
え
る
の
が
不
思
訟
で
す
。
素
材
園
田
園
田
園
闘
醐
潤
繍
喝
司
バ
河
ば

F
j問
ド

ー

‘

祖

姐

細

川

山

川
島
康
子
、
二
十
三
才
。
今
で
は
韓
蓄
と
悦
得
力
の
あ
る
歌
い
方
楽
に
恋
を
し
て
、
新
し
い
自
分
案
詩
型
思
戸
わ
り
は
爽
や
か
。
ヮ

囲

闘

臨

闘

園

時

ペ

p

i
町

一

段

m

m

詰
完
投

J
J
j
i
j
-
J
i
j
j
E
'
a

J
171
ん
川
f

m

m
イ

タ

1

3

、

花

の

警

告

デ

長

ρ
こ
も
工
夫
こ
ら
し
圃
夙

川町
人

?
〆

/ιEEm

払

ピ

ュ

ー

し

て

二

年

目

。

羽

一

4
2
M
p
t

一

一

ニ

ノ

掴

圃

・

・

開

i
‘.
I
P
-
-K一

圏

、

/
1
2
1
J

以
そ
の
聞
に
「
法
論
」
「
あ
な
た

'

躍
翻
醐
園
圃
掴
掴
廻
週
掴
F
・・・・

'

S

F

4

1

ノ
J
t
a邑

-w

m
の
こ
と
に
な
る
と
」
「
回
想
(
号
、

k
k
k
J

ー
ニ
コ
白
1
P
3
h
J
い幅

十
J
i
j
j
f
f
r
;
J

一

ぷ
J
w
m

m
gむの
三

枚

の

さ

グ

ル

し

ま

む

と

て

辺

そ

ヌ

を

一

品

/

イ

/

1JV

・

'

!

4

“

/

辺

d

F

J

'

…ω

態

と

、

「

あ

な

た

」

「

成

る

町

か

ら

i

i

i

i

i

j

j

i

i

j

i

l

l

j

“

‘

J

A

¥

m

弘
i
」
の
二
枚
の
ア
ル
バ
ム
を
出
し

」

〆

一

j
r
l

が
ス
ゴ
〈
い
い
ん
だ
よ
ナ
」
見
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
い
ェ
ス
ト
は
フ
リ
ー
の
ド
ロ
ー
ス
ト
リ

J

/

}

河川
U
/

出

馬

す

る
男
性
フ
ァ
ン
の
声
う
彼
女
。
い
ま
警
の
恋
人
(
音
ジ
グ
ス
の
ヒ
言
語
3

3

d

J
P

春、
fJe--hm

m

h
『
盛
岡
同
だ
。
す
べ
て
者
み
込
ん
で
さ
き
と
還
っ
た
豊
百
い
の
恋
人
(
作
〈
、
ゆ
っ
た
D
と

(4) 

川

-22-d
見
宣
さ
れ
る
「
植
た
ん
」
E
E
Z
E
-
-
=
=
=
-

…
安
く
て
栄
養
価
高
く
…

じ
日
古
川
v
f
z
，
、
金
む
し
区
R
Aリ

ー

日
用
骨
ゆ
AUN
み
れ
百
ノ
¥
か
院
同
局
M
m杭
川

、.ノ回目一咽一木一
r
s

、-一
1
・
i
l
l
i
t
-
-
-
i
t
a
l
i
-
-
i
d
Q
な
ぜ
植
物
た
ん
自
が
注
目
さ
れ

1
一
一
塁
「
植
物
住
た
ん
白
」
と
い
…
て
い
る
の
で
し
ょ
A
J
か。

児
一
一
う
こ
と
が
、
し
き
り
に
強
調
さ
れ
一
A
と
存
知
の
よ
う
に
人
聞
が
生
き

に
一
一
て
い
ま
す
。
繍
物
性
た
ん
白
っ
て
一
て
い
く
う
柔
」
、
欠
く
と
と
の
で
脅
注

目
一
一
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
な
の
で
し
…
い
栄
養
素
で
あ
る
た
ん
臼
源
を
、
日
本

7
一
一
よ
か
。
一
人
は
い
ま
事
お
」
魚
と
い
う
動
物
性
だ
ん

町
二
積
物
襲
叫
ん
自
に
く
わ
し
い
製
一
自
に
よ
っ
て
主
に
と
D
入
れ
て
霊

t

M
一
一
重
在
の
一
つ
で
あ
る
日
書
箔
…
た
。

:
:
 

日
一
一
の
本
社
を
た
づ
ね
「
楕
た
ん
」
あ
…
し
か
し
世
界
各
国
の
「
二
百
カ
イ
リ

!
:
 

日
一
…
れ
こ
れ
事
蘭
い
て
み
ま
し
た
。
一
宣
言
」
以
後
、
魚
の
確
保
挺
~
ん
だ
ん

m
-
v
i
l
l
i
-
-
-
1
1
1
1
2
1
1
i
難
々
な
っ
て
き
を
た
ね
。
一
方
で

は
肉
類
は
わ
h
u
高
で
手
に
入
れ
に
く
い

::・。そ
ζ
で
ま
ず
第
一
に

『
資
源
の

有
効
利
用
』
を
旗
印
に
着
戸
レ
た
の
が

槌
物
た
ん
白
な
の
で
す
。

わ
が
社
は
大
豆
か
ら
泊
を
じ
ぼ
る
製

油
会
社
で
す
か
ら
、
油
を
と
っ
た
残
hu

の
脱
脂
玄
早
か
ら
、
つ
く
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。
Q
と
い
う
と
植
煽
た
ん
白
と
は
大

豆
た
ん
自
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

A
い
い
え
、
大
一
一足
た
ん
白
だ
げ
で

な
く
、
小
麦
で
ん
粉
を
と
D
出
し
た
あ

と
の
小
変
た
ん
臼
も
あ
hu
ま
ず
。

積
物

た
ん
自
と
い
う
と
、
い
ま
で
は
、
乙
の

二
つ
を
指
し
串
ヂ
。

Q

2
旦
や
小
変
の
た
ん
白
債
と
い

う
と
、
豆
腐
と
か
納
豆
・
ミ
ツ
・
シ
ョ

ワ
油
な
ど
臼
本
の
伝
統
的
な
食
品
を
思

安情ノ、Mi'1!府

線治問

国全E(第三種郵便物留可〉第 200号 {通理豊田5~)

い
浮
べ
ま
す
が
、
新
し
く
研
究
明
宛
さ
-

A

価
格
が
ひ
じ
よ
う
に
安
い
と
い
一
一
J
H
H
H
H
H
H
H
H
H

れ
た
植
物
た
ん
自
の
製
品
っ
て
、
ぃ
ニ
う
経
済
性
、
肉
の
努
l
m
%
の
値
段
一
一一

喜
特
例
納
付
の
で
き
る
の
は
一
一

た

い

え

な

も

の

な

の

で

し

ょ

う

か

。

一

で

す

。

一

…一

あ

な

た

年

金

を

受

け

ら

れ

ま

す

か

?

窓
人
で
す
。

あ
ま
D
み
か
け
な
い
さ
つ
で
す
け
れ
ど
一
も
う
一
つ
は
健
康
上
大
変
良
い
と
い
一
一一

i

l

-

-

l

i

l

i

-

-

-

商

業

主

筆

易

自

営

業

や

自

由

一

一

一
う
こ
と
。
動
物
た
ん
白
で
は
、
コ
レ
ス
一
……

日
本
は
い
ま
や
ス
z
l
デ
ン
差
す
る
た
め
国
民
年
舎
が
改
正
さ
第
五
差
季
語
墾
ロ
な
ど
の
一
一

A
乙
れ
が
そ
の
見
本
で
す
。
一
テ
ロ
I
ル
が
た
ま
っ
た
D
、
心
雪
病
一
一
一
い
て
世
界
一
の
雲
閣
。
厚
生
省
の
れ
、
七
月
か
ら
五
五
年
六
月
三
官
公
的
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
一
一

ハ
製
品
「
ソ
イ
ミ
1
」
の
サ
ン
プ
ル
一
の
富
と
な
P
ま
す
が
、
植
物
た
ん
白
一
一
一
発
表
で
は
平
語
在
宅
二

・
六
警
の
二
年
間
に
事
襲
撃
さ
盟
国
富
旦
一
良
降
に
ま
一
一

を
み
る
。
茶
色
で
サ
ラ
ッ

亀
燥
し
た
一
に
は
脂
肪
が
な
い
の
で
、
そ
の
、心配
は一
一
一
議
、
女
七
七
・
九
五
堵
老
後
の
か
の
ぼ
っ
長
官
れ
る
こ
と
足
れ
た
人
で

裂

の

食

品

紫

哲

。

一

あ

D
ま
せ
ん
。
家
宅
利
用
さ
れ
る
簸
一
一
一
生
活
保
症
と
い
う
意
味
で
も
年
金
が
り
を
た
。

ζ
の
雲
率
ぎ
な
マ
未
加
入
マ
突
し
た
が
保
撃
を
一
一
一

一
般
家
庭
に
は
、
現
在
一
%
程
度
し
一
大
の
理
由
は
と
の
点
に
あ
る
と
思
い
ま
一
一
三
叉
え
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
あ
な
た
い
き
に
|
納
砦
れ
が
あ
る
た
め
に
議
室
一
一
一

蓄

を

て

い

ま

充

。

一

五

。

一

一

一

は

老

後

に

年

金

を

E

i

h

f

の

受
給
資
格
者
一
一
一

ω

話

番

養

護

-

病

院

な

一

G
E
Dに
は
お
お
い
に
告
一
一
一
存
る
ζ
と

が

で

国

民

年

金

の

持

仔

納

付

ら

れ

な

い

入

量

一

一
一

ど
)
と
加
工
食
品
に
使
わ
れ
て
い
ま
一
い
れ
て
い
き
た
い
食
品
と
い
う
ζ
と

で

一

一

一

室

テ

か

。

l

i

j

，

去

に

加
入
し
な
け
一
一
一

す。

ー

一

五
。
と
こ
ろ
で
去
な
種
類

g一……
国
民
年
在
、

ニ

こ

れ

が

最

後

の

チ

ャ

ン

ス

れ

ば

な

長

期

一

一

一

も

ど

雪

と

い

う

の

写

真

言

襲

の

加

工

食

品

に

は

だ

い

ぶ

忠

一

が

あ

る

の

で

し

よ

み

。

一

一

一

O

祭

主

ハ

O

歳

聞

の

あ

っ

た

人

。

一

ニ

た

き

ク

ル

タ

イ

マ

ー

。

プ

ラ

ス

チ

ツ

れ
て
い

i
表
示
し
て
雪
串
ヂ
一
A
た
ん
白
質
の
ま
、
蓄
に
一
一
一
宅
の
聞
に
二
五
年
(
筆
月

定

事

国
民
芸
震
斜
は
こ

な
お
す
で
に
、

5
2哨一
一一
五
の
簡
の
臣
、
フ
ロ
ー
ト
が
売

買
気
を
つ
け
手
て
下
さ
い
。
一
よ
っ
て
わ

Z
F。一
…
…
告
短
縮
さ
れ
る
)
以
上
の
保
険
糾
年
聞
を
過
ぎ
る
と
時
効
長
幻
想
ぎ
て
い
る
人
は
、
震
君
!
一
一
一
で
い
る
。

ζ
れ
を
ひ
っ
く
D
ぎ

と

Q
一
般
家
庭
へ
の
要

Zと
一
形
態
別
に
は
粉
ま
菜
、
粒
状
。
繊
一
一
一
容
期
間
と
免
除
習
が
必
要
で
長
く
な
D
ま
す
。

乙
の
時
効
と
ま
次
第
、

4
2禁
で
さ
ま
…
…
一
主
主
へ
と
あ
が
っ
て
い
え
フ
ロ

い
う
の
は
何
事
、
ず
か
一
襲
、
ペ
ー
ス
ト
差
点
作
ら
れ
、
一
一
一
す
。
い
ま
ま
で
加
入
し

な

か

っ

た

な

っ

た

襲

撃

さ

か

の

ぼ

っ

て

納

ず

。

…

ニ

1

ト

が

真

上

宅

く

る

と

三

分

間

経
過

A

な
じ
み
の
う
す
い
製
品
な
の
一
空

襲

に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
一
一
一

b
、
経
済
上
の
都
合
で
量
間
保
険
め
ら
れ
る
の
が
今
回
の
特
例
納
付
で
事
保
襲
は
一
ヵ
月
あ
た
D

……
了
た
引
と
が
わ
か
る
仕
組
み
。

で
、
ま
ず
大
量
使
用
の
可
能
な
分
野
に
一
ね
・
一
一
一
室
納
亀
山
れ
て
い
る
年
金
妥
ず
。
今
ま
で
一
面
あ
り
モ
張
、
四
0
0
0
号
ず
。
例
長
十
年
間

一一
一

P
Rし
て
製
品
を
普
及
さ
せ
、
舎
に
一
@
で
は
用
途
と
し
て
は
主
に
え
一
一
一

Z
5
4
2にな
っ
て
毒
菌
で
百
万
人
以
上
議
室
室
電
納
め
る
品
八
万
円
…
…
一

一
般
に
も
広
め
て
い
C
う
と
い
会
一
去
の
に
|
。
一
一
一
悔
い
て
も
あ
と
の
雪
。
者
が
い
る
の
で
震
の
チ
ャ
ン
ス
を
ま
と
め
て
締
め
て
も
二
号
詰
一
一
一

で
す
の
で
、
質
量
の
少
な
い
震
に
一
A
ハ
ム
・
ソ
1
3
皇
、
一
一
一
そ

Eち
撃

手

喜

般

け

た

わ

け

で

す

。

ず

る

乙

と

も

で

童

テ

一

一

ま
で
叡
験
し
て
い
荏
く
ま
で
に
は
時
一
ち
〈
わ
、
か
ま
ぼ
こ
な
ど
水
産
練
製
E
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
a
-
-
1
1
1
1
1
1
・
一

間
部
か
る
と
い
う
乙
と
で
し
ょ
う
一
に
も
使
わ
れ
て
い
そ
、
ハ
ン
パ
l
一
状
に
し
五
で
こ
を
室
長
一
(
乙
の
署
長
考
罪
喜
泊
一
号
た
も
の
な
語
、
諸
島

E
一

ね

。

一

ク

、

し

ゅ

う

ま

い

、

ぎ

ょ

う

ざ

、

堅

一

号

て

つ

〈

る

も

の

な

ど

z
s
z
t
?
?〈
な

き

一

う

に

考

え

て

銭

;
注

管
て
い
た
一

植
物
た
ん
自
に
つ
い
て
は
襲
警
一
ん
、
ミ
l
ト
ボ
i
ル
な
ど
食
生
活
の

一

す

。

一

肉

の

置

の

一

ニ

聖

入

れ

て

使

う

と

、

一

だ

き

た

い

2.

一

一

一

Q

最

後

に

理

性

た

ん

自

の

使

い

一

義

な

く

お

い

し

〈

食

べ

ら

れ

夢

。
一
そ
れ
と
器
売
自
に
は
J
A
S
規
一

も
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
卓
乎

L
、

マ

一

洋

風

化

に

台

志

な

い

肉

噌

好

型

に

な

っ

一

一

一

一

ス
コ
主
主
管
て
い
手
官
、
一
て
き
て
い
る
た
め
警
の
食
生
活
に
マ
一
方
、
関
空
の
コ
ツ
な
長
聞
か
せ
願
一
ハ
ン
マ
ク
な
ど
を
ま
主
ほ
よ
〈
一
格
が
制
定
さ
れ
、
た
ん
白
貨
の
合
事
一

だ
い
ぶ
知
ら
れ
て
き
て
は
い
手
が
一

vtた
も
の
を
と
考
え
て
雲
研
究
一
い
た
い
の
で
す
が
。

・
一

ね

る

こ

と

。

一

義

%

以

上

と

誌

で

い

ま

す

。

ね
!
こ
れ
か
ら
の
食
事
情
を
君
主
主
め
ら
れ
て
霊
亡
た
か
ら
。
一
A
ま
ず
水
戻
し
を
し
手
.
』
水
に
も

Eた
も
の
、
装
差
解

す
と
人
口
一
が
制
唱
え
、
そ
の
割
に
供
給
源
一
@
食
生
活
の
ニ
ー
ズ
に
ζ
た
え
る
一

は
少
な
い
。
積
物
た
ん
自
の
妻
デ
役
一
と
い
う
ζ
と
が
や
は
D
大
切
な
の
で
す
一

割
は
季
季
実
し
て
く
る
と
思
い
一
ね
。
で
は
簡
単
に
製
法
を
|

一

串

テ

ょ

。

一

A

大

豆

た

ん

自

の

場

合

は

、

脱

肪

一

。
最
も
大
き
な
特
徴
と
い
う
か
、
一
大
一
旦
か
ら
た
ん
白
質
を
濃
縮
し
粉
末
に

メ

リ

ヅ

ト

は

?

』

し

た

p
、
あ
る
い
は
黙
を
加
え
て
組
織

「
男
女
平
等
」
で

労
働
省
に
訴
え

.
八
日
を
グ
米
の
日
'
一
新
日
本
婦
人
の
会
は
、
八
月
二
十
一

定

ラ

ク

ル

タ

イ

マ

ー

一

警

の

米

襲

対

策

一

目

、

道

襲

撃

行

な

う

。

砂
時
電
、
ζ
ん
な
に
普
及
す
る
前
一
「
お
蓄
量
雲
J

」
|
全
閣
の
一
国
購
入
年
に
む
け
て
、
と
〈
に
若

は
、
な
に
か
優
雅
な
気
分
に
な
っ
て
、
一
歳
握
、
け
ん
め
い
に
消
霊
童
旦
年
定
年
制
と
男
女
平
等
雇
用
、
襲
安

患
を
し
い
時
間
喜
善
せ
な
い
一
を
進
め
て
い
る
が
、
七
月
か
ら
賢
一
全
対
策
の
雲
行
な
う
。
雲
第

一

，

一
働
省
関
』
交
渉
時
間
は
四
時
か
ら
五
時

時
計
宇
υて
重
字
υた
。
し
か
し
、
今
一
日
を

「米
の
日
」
と
般
定
。

ζ
の
日
は
一

事
震
に
と
ろ
け
ら
れ
る
ほ
五

一食
協
事
務
所
や
需
主
警
は
お
米
一
す
ぎ
・

存
在
。
秒
を
密
回
そ
う
混
血
刊
の
な
か
に
一
や
米
製
品
し
を
積
極
的
に
利
用
し
、
宮
ち
一

同

γ
F

ま
き
こ
ま
れ
、
鰻
初
の
神
秘
性
も
ず
っ
一
に
米
斜
廻
教
室
や
米
糾
理
コ
ン
ク
ー
ル
一
J
f
r
h

、吋iJ
/
'

か
D
消
え
う
せ
た
。
一
食
縁
、
健
康
問
題
に
関
し
た
展
示
な
ど
一

anH札
H
H
μ
『
1
E
1

・

そ
耳
つ
い
っ
た
優
雅
さ
神
秘
さ
を
と
抗
日
一
堂
行
い
、
広
く
お
米
の
P
Rを
、
と
い
一

--AUVE---Inva---nuv・a・'AHHva.，anuva--ZHHV・a.，AHHUz--'AHHva---zaHuy--'AHHva--vAHuva.，AHHV... ，AVA--Inv・--

wj
叩
一
隆
哩

a
a
E力
、
重
の
た
し
か
さ
が
よ
が
え
九
・
十
回
の
二
日
間
、
佐
渡
の
富
市

h
E
E

，r阻害
広

畑

賢

一『
る

。

民

会

館

に

、

東
京
か
ら
録
音
機
骨
量
ぴ

h
・
・
・
・
・
圃
・
園
田
・
圃
・
・
曹
中
セ
ュ
1
曲
「
パ
ス
テ
ル
ラ
ヴ
」
は
収
録
し
た
も
の
で
、
A箇
が
「
モ
ノ
ク

a・
・
・
・
・
・
・
・
哩
司
副
目
1
4A

シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
・
ラ
イ
レ
ー
と
し
ロ
l
ム
」
、

B
面
が
「
弓
ケ
浜
」
「
太

d
a朝
開

イ

A

A

一
一
二
、
今
や
人
気
者
の
農
亙
著
作
品
。
霊
峰
三
味
線
)
」
「
三
国
幻
習
」

目

山

岨

園

開

‘
、
少
女
の
甘
い
感
傷
と
シ
ン
プ
ル
な
メ
ロ
で
、
A
面
の
「
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
」
録
音

i

』

章
一

υ
デ
ィ
l
に
乗
せ
表
現
レ
た
も
の
で
、
金
で
は
、
太
撃
を
ひ
も
で
吊
っ
て
音
の
遜

パ

ス

テ

ル

ラ

ヴ

妻

子

の

声

質

に

ピ

γ
レ
リ
。
二
+
オ

P
童

く

す

る

き

慾

寝

苦

νた

(
歌
・
金
井
夕
子
作
間
・
作
曲
・
に
な
っ
た
ば
か
D
の
彼
女
と
歌
の
イ
メ
と
乙
ろ
、
音
量
が
大
晶
子
ぎ
て
マ
イ
ク

尾
崎
一
豊

Res--hT
キ
ヤ
ニ
オ
l
ジ
と
が
重
な
り
一
つ
の
効
果
を
生
み
が
こ
わ
れ
て
し
串
雪
の
で
は
と
恩
つ
ほ

ン

レ

コ

ー

ド

〉

出

す

佳

作

曲

。

P
あ
迫
力
に
関
係
者
は
大
よ
る
こ
び
と

新
人
歌
手
の
登
竜
門
宇
レ
て
知
ら
れ
大
人
の
歌
を
早
〈
軟
の
ぜ
て
み
た
い
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
つ
脅
め
録
音
も
の
だ

る
N
T
V糸
「
ス
タ
I
健
生
/
」
の
出
新
人
歌
手
の
プ
今
、
け
に
聴
童
応
え
十
分
。

章

、

高

一

統

一

年

の

勝

か

ら

連

続

三

固

ま

た

、

皐

太

鼓

腹

は

七

月

に

入

っ

て

鬼
太
蔵
座

E

同

番

組

に

挑

戦

/

、

鰻

優

秀

賞

が

受

賞

金

国

六

十

都

市

の

コ

ン

サ

ー

ト

を

開

始

し
今
回
の
言
」
ュ
ー
に
な
っ
た
も
の
。
(
民
俗
芸
能
も
の

K
V
X
1
6
レ
コ
ー
ド
と
実
演
を
警
昆
べ
て
み
る

と
う
い
え
ば
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
撃
d

に

1
5
ピ
ク
タ
l
レ
コ
1
5
の
も
-
つ
の
凝
し
み
事
、

な
っ
た
と
恩
わ
れ
ず
D

だ
が
、
同
番
組
佐
渡
に
停
の
る
民
俗
芸
能
・
鬼
太
鼓

に
は
常
に
布
δ
0
1
八
O
O
人
が
明
日
を
現
代
の
音
楽
に
昇
華
し
、
日
本
国
内

の
歌
手
を
夢
見
て
押
レ
か
け
、
予
選
、
だ
け
で
な
〈
、
ア
メ
リ
J

刀
、
西
ド
イ
ツ
、

ま
た
予
署
、
そ
の
中
か
ら
ち
ピ
に
イ
ギ

μス
な
#
界
各
国
か
ら
絶
賛
さ

出
ら
れ
る
の
は
の
ず
か
五
名
と
い
う
厳
れ
た
鬼
太
鼓
座
の
二
枚
目
の
ア
ル
バ
ム

し
い
戦
い
を
〈
A
H
D
後
げ
て
来
た
。
そ
だ
・

れ
だ
け
に
新
人
と
は
思
え
な
い
歌
唱
今
回
の
パ
ー
ト
E
の
録
音
は
、
三
月

。1・1010
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の
一
②
全
放
毎
時
間
の
九
O
%
は
ほ
ぼ

-
定
の
鰭
圧
を
維
持
す
る
の
で
機
凪
悼
の

作
動
が
安
定
す
る
。

小
・
中
学
生
を
中
心
に
-
フ
ジ
コ
ン
カ

ー
が
プ
l
ム
と
な
hu
昨
年
一
年
開
で
一
一

万
台
が
売
れ
て
い
る
が
、
そ
の
叫
愛
X
信

用
に
と
開
発
さ
れ
た
。

会
一
洋
健
機
慾
副
会
社
。
標
単
価
格

L
、
ニ
O
O
向
。
ほ
か
に
専
用
充
電
緑

一
、
一
一
O
O
巴

CJe-J?and 
タカシマヤつり~-'プのオリジナルブランド

，le~賢司

ー

防

水

波

ア

ク

ア

ガ

ー

ド

水
上
レ
ジ
ャ
ー
荷
感
り
。
海
で
は
ボ

ー
ト
、
ヨ
ッ
ト
。
湖
水
で
は
釣
D
。
そ

ん
な
時
に
、
穆
物

V
Uょ
ぬ
れ
、
ク
ツ

水
び
字
υと
い
っ
た
経
験
は
だ
れ
で
も

あ
る
も
の
。
そ
の
心
配
か
ら
解
不
υて

〈
れ
る
の
が
「
ア
ク
ア
ガ
ー
ド
」
。
サ

ー
と
ス
プ
レ
イ
ず
る
だ
け
で
、
水
を
は

じ
い
て
く
れ
る
。
使
用
後
、
製
品
の
風

合
い
や
通
気
性
を
脅
Jζ
名

誉

、

あ
と
の
手
入
れ
も
簡
単
・

各
組
ス
ポ
ー
ツ
タ
エ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ

シ
ュ
ー
ズ
、
テ
ン
ト
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ

ク
な
ど
の
防
水
の
ほ
か
、
コ
ー
ト
な
ど

の
ご
被
衣
類
、
皮
靴
の
防
水
や
シ
ミ
、

汚
れ
を
防
ぐ
の
に
も
最
適
。
杏
り
か
じ

め
祝
酒
レ
た
上
で
使
う
と
い
っ
そ
う
効

果
が
あ
る
。
〈
大
丸
7
階
ス

4
TY用

品
売
場
。
ニ
ニ
O
M
，
入
り
七
O
O
H
)

ハイランド:ま川、ま感覚"のファッション

ゃ繰1~から心獲しく使っていただく家具
使利な家庭問品まで、毎日の暮らしに

~と個性と.ft.かさをお届けする、タカシマ

ヤグループのオリジナJレプランドです.

⑧怠島屋

電
路
の
通
鯖
タ
イ
ム
、
ゆ
で
卵
、
コ

ー
ヒ
ー
わ
か
し
な
P
知
用
は
い
ろ
い
ろ

ユ
一
丁
ク
な
ア
ク
有
子
平
J
子
νも
て

楽
し
め
る
。
価
格
・
八
五
O
円
。
(
新

宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ピ
ル
王
様
の
ア
イ

デ
7
J
)

弓
も
の
。
ラ
イ
ス
メ
ン
、
米
を
つ
か
っ

た
「
爆
弾
多
U
れ
」
な
P
あ
H
新
、
旧

製
品
H
も
登
場
-
役
買
っ
て
い
る
。

ニ
ワ
ト
リ
の
日
も

P
R
d
b
安
値
か
ら
錠
げ
出
せ
な
い
鶏

卵
鶏
肉
酔
患
っ
と
解
恒
U
て
も
ら
お
う

と
、
毎
月
二
十
八
日
を
「
ニ
ワ
ト
リ
の

日
」
と
定
め
、
金
負
は
じ
め
鶏
卵
、
プ

ロ
イ
フ
l
の
生
産
者
自
体
が
一
体
と
な

っ
て
全
国
的
に
消
費
拡
大
に
寂
幻
組
も

う
と
い
う
も
の
。

第
一
回
は
六
月
二
十
八
日
に
行
わ
れ

た
。
東
京融
関
車
の
浅
草
寺
境
内
で
苅
の

供
養
を
し
た
の
ち
、
鶏
卵
六
個
入
D
二

千
パ
ッ
ク
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
「
も
も
」

二
千
本
を
一
パ
ッ
ク
づ
ヲ
合
わ
せ
て
無

斜
で
配
り
、
P
Rの
火
ぶ
た
を
切
っ

た。

600 

50W+50W。このハイパワーを10

50W+50W。このハイパワーを100%
生かしきるために、 SELECT600の
パワーアンフは高調波歪率0，05%以
下(20Hz-20 kHz ・両チャンネル駆

動・ 8Q )という低歪彩設計。ボリュ

ームを上げても、あくまでクリアー

な音質です。

-セパレートアンプ繕載、50W+50Wのハイ

パワー・低ひずみで量感豊かな低音を再生

する25cmダブルウーファ一方式の2ウェイス

ビーカー・操作のしやすい前面錬作形00

フルオートプレーヤー・広帯域にわたり低歪

率、高セバレーションのAMFMチューナー

組合せ価格

ノ'rJ (1)'l!iぐ tFf-山ス ;話器， 、~， ~Iー， .. 圃圃唱 皆、-量一且且辺、Ir、 ハワーアンプ(OA-A600)
--

司一一一司 E一一一一唱 - 、""スピーカー(55-600)
/ステムアップするために

カセ ノトデγキ(OT'4550) ・ ・ "'49，800 

オ ティオタイマー(OC'20)・・ ・・ ￥9.000 

ヨコ形ラ yク(OR'IO) ・ ￥30.000 

ラyクを宮ι組合せ価格 "'227，400 

ラ y夕、カセ ノトテ yキを吉L組合せ価裕￥277，200

媛再開のブラノ炉対.J¥o(幅laoxI血事19x聞き3圃}付です.
M阪タテ形ラ yク(OR.鈎￥ 30.0∞}に組合ぜたタテ形
システムもあります.

￥197，400 

￥49，800 

." 25， 000 

￥28，000 

￥35，000 

￥Z9，80QXZ 

人主圃・憎帽司自仕

SELECT 
。

‘，.，.守，・c:坦ダウ骨量鱒蘭圃です.
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